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神
坂
雪
佳

『
う
た
絵
』

に
つ
い
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
古
今
和
歌
集

葦
手
絵

は
じ
め
に

幕
末
の
京
都
に
生
ま
れ
た
神
坂
雪
佳
(
-
八
六
六
ー
一
九
四
二
）
は
、
琳
派

の
最
後
の
画
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
業
績
は
日
本
画
の
み
な

ら
ず
、
明
治
三
十
六
(
-
九

0
三
）
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧

業
博
覧
会
の
審
査
官
、
大
正
二
(
-
九
―
―
―
-
）
年
よ
り
農
商
務
省
主
催
図
案
及

応
用
作
品
展
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、
工
芸
図
案
家
と
し
て
の
活
躍
も
顕
著

で
あ
っ
た
。
京
都
の
美
術
家
の
組
織
で
あ
る
京
都
美
術
協
会
の
機
関
誌
『
京
都

美
術
』
の
編
集
長
を
務
め
る
他
、
工
芸
団
体
を
主
宰
し
て
展
覧
会
を
行
う
な
ど

明
治
、
大
正
時
代
に
京
都
の
美
術
界
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
た
。

ま
た
雪
佳
は
図
案
集
な
ど
の
版
画
集
も
多
数
出
版
し
て
お
り
、
工
芸
家
た
ち

に
良
い
手
本
を
提
供
す
る
こ
と
で
工
芸
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
稿
の
研
究
対
象
で
あ
る
『
う
た
絵
」
は
雪
佳
晩
年
の
六
十
九
歳
の
時
の

制
作
で
最
後
の
著
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

発
行
さ
れ
た
昭
和
九
(
-
九
三
四
）
年
は
、
大
正
時
代
の
後
半
か
ら
進
ん
だ
都

市
化
が
続
き
、
新
聞
の
挿
絵
の
版
画
が
人
気
を
博
し
写
真
も
一
般
的
に
な
る
な

矢

野

節

子

ど
大
衆
文
化
が
広
く
浸
透
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て

雪
佳
が
上
梓
し
た
大
和
綴
り
の
版
画
集
は
、
従
来
の
浮
世
絵
版
画
と
同
じ
く
、

分
業
制
作
に
よ
る
上
質
な
木
版
多
色
刷
で
あ
っ
た
。
一
部
に
空
摺
な
ど
を
施
す

手
間
の
か
か
っ
た
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
表
紙
中
央
の
題
箋
に
は
「
神
坂
雪
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佳
」
と
あ
る
が
、
奥
付
に
は
本
名
「
神
坂
吉
隆

印
」
と
住
所
「
京
都
市
右
京

区
嵯
峨
野
宮
ノ
元
町
六
四
番
地
」
を
記
し
て
い
る
。
全
二
十
八
丁
二
十
五
図
が

収
録
さ
れ
て
い
て
、
序
文
に
は
出
雲
路
敬
通
が
寄
稿
し
て
い
る
。
出
雲
路
敬
通

は
京
都
下
御
霊
神
社
の
宮
司
で
有
職
故
実
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
宮
内

省
の
嘱
託
も
務
め
た
。

本
研
究
で
は
作
品
に
配
さ
れ
た
和
歌
と
葦
手
文
様
を
て
が
か
り
に
版
画
集
の

意
味
を
考
察
し
た
い
。

な
お
、
「
あ
し
で
」
の
語
は
、
文
献
や
先
学
の
論
文
や
著
書
で
は
、
「
葦
手
」
、

「
芦
手
」
、
「
蓋
手
」
な
ど
と
書
か
れ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
引
用
で
は
そ

の
表
記
に
従
う
が
、

一
般
的
な
言
葉
と
し
て
は
便
宜
上
、
「
葦
手
」
、
「
葦
手
絵
」

に
統
一
す
る
。



『
う
た
絵
』

の
構
成

本
書
は
古
今
和
歌
集
（
以
下
古
今
集
と
略
称
）
か
ら
採
択
さ
れ
た
二
十
五
首

の
和
歌
に
取
材
し
た
版
画
か
ら
な
る
。
そ
れ
ら
と
、
雪
佳
が
参
考
に
し
た
と
思

わ
れ
る
作
品
を
表
に
ま
と
め
た
。
頁
番
号
は
版
画
集
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
便
宜
上
付
し
た
。
作
品
名
の
記
載
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
頁
番
号
で
示

す
。
（
表
一
）

古
今
集
は
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
国
家
事
業
と
し
て
編
成
さ
れ
た
初

め
て
の
勅
撰
和
歌
集
で
あ
る
。
部
立
て
は
春
（
上
下
巻
）
、
夏
、
秋
（
上
下
巻
）
、

冬
、
賀
、
離
別
、
鞣
旅
、
物
名
、
恋
（
五
巻
）
、
哀
傷
、
雑
、
雑
体
、
大
御
所

歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
古
今
集
に
み
ら
れ
る
大
き
な
特
徴
の
―
つ
は
、
四
季

の
部
が
設
け
ら
れ
、
季
節
感
を
整
理
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
の
景
物
は
春
夏
秋
冬
の
中
に
定
位
置
を
与
え
ら
れ
、
日
本
人
の

美
意
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

な
か
で
も
春
と
秋
の
題
材
は
鑑
賞
に
適
し
て
い
る
た
め
か
他
の
部
立
て
よ
り

多
数
採
ら
れ
、
上
下
に
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
も
春
歌
が

七
首
、
秋
歌
が
十
二
首
と
大
半
を
占
め
る
。
夏
歌
と
冬
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
、

二
首
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
賀
歌
三
首
の
う
ち
、
素
性
法
師
の
二
首

(
2
)
 

が
巻
頭
歌
と
巻
軸
歌
を
飾
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
他
の
二
十
三
首
の
並
び

順
に
は
規
則
性
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
な
お
一
層
の
検
討
が
必
要
か
と
思

わ
れ
る
。

古
今
集
に
勅
撰
さ
れ
た
歌
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
代
に
分
か
れ
る
。
最
初
は
、

読
み
人
知
ら
ず
の
時
代
で
万
薬
集
か
ら
古
今
集
へ
の
過
渡
的
な
時
期
に
あ
た

り
、
作
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
素
朴
で
お
お
ら
か
な
点
が
特
徴
で
あ
る
。
次
の

六
歌
仙
時
代
は
僧
正
偏
昭
、
在
原
業
平
、
文
屋
康
秀
、
喜
撰
法
師
、
小
野
小
町
、

大
友
黒
主
が
活
躍
し
た
、
嘉
祥
三
（
八
五

O
)
年
頃
か
ら
寛
平
―
-
（
八
九

O
)

年
頃
ま
で
を
指
す
。
こ
の
頃
に
は
万
葉
集
の
歌
風
が
な
く
な
り
、
縁
語
や
掛
詞

な
ど
の
表
現
技
巧
が
発
達
す
る
。
最
後
の
古
今
集
撰
者
時
代
は
寛
平
二

（
八
九

0
)
年
頃
か
ら
延
喜
五
（
九

0
五
）
年
頃
で
、
歌
合
や
贈
答
歌
な
ど
の

宮
中
文
化
が
反
映
さ
れ
た
歌
が
多
い
。

撰
者
と
は
紀
貫
之
、
紀
友
則
、
壬
生
忠
太
「
、
凡
河
内
射
恒
の
四
人
で
、
本
書

に
収
録
さ
れ
た
和
歌
の
作
者
は
撰
者
を
中
心
と
す
る
。
六
歌
仙
か
ら
は
僧
正
遍

昭
、
そ
の
他
に
素
性
法
師
、
菅
原
道
真
、
伊
勢
の
歌
を
採
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
書
の
五
首
の
和
歌
の
詞
書
に
あ
る
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
（
以
下
寛
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平
后
宮
歌
合
と
略
称
）
は
、
平
安
前
期
の
歌
合
の
こ
と
で
、
宇
多
天
皇
の
母
后

班
子
女
王
が
八
九
三
年
以
前
に
催
し
た
と
い
わ
れ
る
。
歌
合
と
は
、
和
歌
の
作

者
が
左
右
に
分
か
れ
て
出
題
さ
れ
た
歌
題
を
詠
み
、
出
来
栄
え
を
競
う
催
し
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
合
で
は
紀
貫
之
、
壬
生
忠
苓
ら
が
四
季
と
恋
の
五
題
で

百
番
二

0
0
首
（
現
存
一
九
二
首
）
の
歌
を
合
わ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

歌
合
か
ら
古
今
集
に
は
五
十
六
首
が
採
用
さ
れ
、
編
纂
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
是
貞
親
王
家
歌
合
が
三
首
の
詞
書
に
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
宇
多
天
皇

(
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の
兄
が
催
し
た
も
の
で
古
今
集
に
は
二
十
三
首
が
採
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
本

書
に
は
寛
平
后
宮
歌
合
以
前
に
催
さ
れ
た
内
裏
菊
合
か
ら
一
首
、
八
九
八
年
に

朱
雀
院
が
催
し
た
女
郎
花
合
わ
せ
か
ら
一
首
を
収
録
し
て
い
る
。
菊
合
、
女
郎

花
合
と
は
、
宮
中
で
開
か
れ
た
物
合
の
こ
と
で
種
類
の
同
じ
物
を
も
ち
よ
り
優



劣
を
競
い
、
和
歌
を
読
み
添
え
る
催
し
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
雪
佳
は
宮
中
文
化
を
中
心
と
し
た
和
歌
を
選
び
絵
画
化

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
王
朝
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
絵
画
と
書
を

合
わ
せ
て
版
画
集
を
制
作
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
（
図1
—
図

1
7
)

歌
絵
と
葦
手
絵

歌
絵
と
は
、
物
語
や
和
歌
の
内
容
を
絵
画
に
し
た
も
の
で
、
平
安
時
代
に
初

め
て
登
場
す
る
。
五
島
美
術
館
に
所
蔵
す
る
《
観
普
賢
経
冊
子
》
は
、
平
安
時

代
後
期
の
作
で
、
八
丁
十
六
頁
の
冊
子
経
本
の
中
に
、
や
ま
と
絵
的
な
物
語
風

の
絵
が
描
か
れ
た
見
開
き
頁
が
あ
る
。
梅
の
花
の
咲
く
庭
に
面
し
た
部
屋
に
寝

て
い
る
男
一
人
と
赤
子
を
抱
い
て
炉
に
手
を
か
ざ
す
女
な
ど
、
雪
の
降
る
夜
の

情
景
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
絵
に
対
応
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
古
今
集
所

集
の
冬
歌
二
首
を
別
々
の
頁
に
散
ら
し
書
き
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
の

(
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歌
意
を
描
い
た
歌
絵
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

歌
絵
の
発
生
と
同
じ
頃
に
見
ら
れ
る
も
の
が
、
葦
手
で
あ
る
。
葦
手
の
遺
品

と
し
て
は
厳
島
神
社
に
伝
わ
る
《
平
家
納
経
》
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
盲
亀
浮
木
」

の
仏
教
説
話
を
絵
画
化
し
た
「
方
便
品
」
の
見
返
し
に
は
、
水
辺
に
生
い
茂
る

葦
の
根
元
や
、
所
々
に
見
え
る
岩
に
文
様
化
し
た
文
字
が
判
読
で
き
る
。
水
に

浮
か
ぶ
浮
木
の
上
に
も
文
字
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
葦
手
絵
で
は
、
文
様
化
し

た
文
字
に
文
言
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
同
じ
図
様
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る

J

と
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
平
安
時
代
に
は
、
書
体
と
し
て
の
葦
手
も
存
在
す
る
。
徳
川
美
術
館
に

所
蔵
す
る
伝
藤
原
公
任
筆
《
葦
手
歌
切
》
は
、
水
鳥
や
葦
を
擬
し
た
文
字
と
平

仮
名
や
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
た
和
歌
が
書
か
れ
て
い
て
、
背
景
の
料
紙
の
下
絵

と
と
も
に
作
品
全
体
を
鑑
賞
す
る
。

四
辻
秀
紀
氏
は
文
献
に
見
ら
れ
る
葦
手
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
葦
手
の
起

源
を
吉
事
に
用
い
ら
れ
る
特
殊
な
書
体
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
葦
手
の
言
葉
の
用
例
で
最
も
古
い
も
の
は
延
喜
二
十
一

歌
合
で
風
流
と
し
て
の
裳
に
書
か
れ
た
。
そ
の
次
に
古
い
も
の
は
天
徳
四

（
九
ニ
―
)
年
の

（
九
六

0
)
年
の
内
裏
歌
合
で
あ
り
州
浜
台
に
付
属
し
て
用
い
ら
れ
た
。
葦
手

で
書
か
れ
た
歌
に
賀
の
意
味
あ
い
が
強
い
こ
と
や
、
州
浜
台
に
吉
祥
の
要
素
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
遊
戯
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
技
巧

的
な
漢
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
六
朝
時
代
の
策
隷
文
体
に
影
響
を
う
け
て

-131-

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
大
陸
文
化
の
影
響
下
に
あ
っ
た
日
本

文
化
に
、
特
殊
な
書
体
が
仮
名
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
考
え
方
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
葦
手
は
平
安
時
代
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に

装
飾
化
さ
れ
て
ゆ
き
、
文
様
の
一
種
と
し
て
変
化
を
た
ど
っ
て
き
た
。
平
安
初

期
は
剣
の
鞘
の
蒔
絵
や
、
剣
を
さ
げ
る
帯
の
意
匠
と
し
て
施
さ
れ
、
次
第
に
様
々

な
調
度
品
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
漆
芸
品
や

着
物
の
意
匠
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
葦
手
文
様
は
、
前
述
の
と
お
り
水
辺
の
草
や
岩
の
文
様
化
で
あ
り
、

葦
手
と
同
義
語
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
本
書
に
お
い
て
顕
著
な
例
を
図
19
に
示

し
た
。
雪
佳
は
、
伊
勢
の
和
歌
に
あ
る
水
の
ほ
と
り
を
表
現
す
る
た
め
に
、
岩

の
形
を
「
袖

也
ぬ
」
の
文
字
に
擬
し
て
い
る
。
こ
の
古
様
で
典
型
的
な
葦



手
文
様
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
清
原
元
輔
の
私
家
集
『
元
輔
集
」
の
料

紙
下
絵
「
葦
原
」
を
想
起
さ
せ
る
。

春
山
武
松
氏
は
、
歌
絵
は
一
首
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
、
葦
手
は
意

味
の
な
い
も
の
、
ま
た
歌
絵
は
本
仕
上
げ
の
絵
、
葦
手
は
地
文
様
と
い
え
る
の

で
、
限
界
の
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
が
棲
々
起
る
、
と
し
て
、
本
来
の
意
味
で
は

葦
手
と
歌
絵
と
は
違
う
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
歌
絵
は
直
と
水
と
の
葦
手
に

文
字
が
混
じ
り
込
む
と
殆
ど
同
時
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
、
調
度
の
装
飾
は
別

と
し
て
、
そ
の
殆
ど
全
部
が
冊
子
や
扇
な
ど
の
商
品
に
限
ら
れ
、
屏
風
や
障
子

(8) 

に
か
か
れ
た
と
い
う
文
献
が
―
つ
も
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

十
代
か
ら
四
条
派
の
絵
画
を
学
ん
だ
雪
佳
は
、
早
く
か
ら
葦
手
絵
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
。
の
ち
に
帝
室
技
芸
員
に
選
ば
れ
る
岸
光
景
に
師
事
し
始
め
た
頃

の
明
治
二
六
年
、
同
年
代
の
竹
内
栖
鳳
ら
と
「
芦
手
絵
会
」
を
結
成
し
、
数
回

(
9
)
 

に
渡
り
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
。

雑
誌
記
事
に
よ
れ
ば
古
今
集
の
和
歌
を
題
材
と
し
て
葦
手
で
描
い
た
作
品
を

陳
列
す
る
と
い
う
も
の
で
、
参
加
者
は
ほ
か
に
谷
口
香
嬌
、
菊
池
芳
文
、
田
中

月
耕
ら
が
い
た
。
富
岡
鉄
斎
を
講
評
に
招
い
た
と
の
記
載
も
あ
り
、
新
し
い
エ

芸
意
匠
を
創
作
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
作
品
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

雪
佳
は
時
鳥
の
和
歌
を
主
題
に
し
た
図
案
を
提
案
し
て
い
る
の
で
引
用
を
記
す
。

芦
手
絵
第
二
回

本
月
十
七
日
ヲ
以
テ
美
術
学
校
二
於
テ
開
キ
ヌ
。
富
岡
鉄
斎
・
雨
森
蝶
夢
・

大
澤
敬
三
其
他
六
角
子
爵
等
ノ
諸
氏
出
席
。
富
岡
・
雨
森
・
大
澤
ノ
三
氏

評
ヲ
下
シ
意
匠
ノ
新
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
同
会
ヨ
リ
賞
品
ヲ
与
ヘ
タ
リ
。
即
チ

数
十
種
ノ
中
優
等
ナ
ル
モ
ノ
ハ
左
ノ
如
シ

古
今
集
中
夏
卜
恋
ノ
部
ノ
和
歌

題

出

案

者

神

坂

雪

佳

今
更
に
山
へ
帰
る
な
時
鳥
こ
ゑ
の
限
り
は
わ
か
宿
に
な
け

図
案

水
に
添
た
る
藁
屋
あ
り
杉
の
木
立
深
く
遠
山
に
は
松
あ
り

(10) 

て
時
鳥
空
を
か
け
る
濃
淡
の
墨
画
に
金
泥
引

ま
た
雪
佳
の
没
後
、
昭
和
十
九
(
-
九
四
四
）
年
、
「
神
坂
雪
佳
遺
作
展
」

を
記
念
し
て
、
雪
佳
の
長
男
よ
り
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
『
あ
し
で
絵
」
は
六

葉
の
版
画
で
、
古
今
集
よ
り
五
首
、
拾
遺
和
歌
集
よ
り
一
首
を
採
択
し
て
い
る
。

表
紙
の
題
箋
「
あ
し
で
絵
」
の
文
字
も
雪
佳
の
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
絵
と
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葦
手
絵
に
区
別
を
つ
け
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
雪
佳
に

と
っ
て
歌
絵
は
和
歌
の
歌
意
を
表
現
し
た
も
の
で
葦
手
を
含
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
葦
手
絵
は
文
字
を
文
様
化
し
た
意
匠
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

見
立
て

見
立
て
と
は
、
あ
る
対
象
を
他
の
事
柄
に
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た

条
件
や
制
約
に
お
い
て
、
よ
り
美
し
い
表
現
を
求
め
て
用
い
ら
れ
る
。
和
歌
に

お
い
て
は
、
雪
や
浪
を
花
、
雨
を
涙
、
露
を
玉
、
女
郎
花
を
女
、
紅
葉
を
錦
に

(11) 

見
立
て
る
こ
と
が
多
い
。
古
今
集
撰
者
時
代
に
お
い
て
表
現
方
法
が
写
生
的
で

は
な
く
見
立
て
の
手
法
が
多
い
の
は
、
漢
詩
の
直
訳
に
影
響
を
う
け
て
い
る
か

ら
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
漢
詩
の
詩
会
や
詩
合
な
ど
、
公
式
の



行
事
で
は
漢
詩
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
和
歌
が
行
い
、
歌
会
、
歌
合
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
漢
詩
を
直
訳
し
た
「

sを
ー
と
ぞ
見
る
」
、
「
ー
を
ー
と
ぞ
誤
た
れ

(12) 

け
る
」
な
ど
の
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

図
3

霞
た
ち

こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
ば

花
な
き
さ
と
も

花
ぞ
ち
り
け
る

き
の
つ
ら
ゆ
き

図
14

霞
た
ち

は
る
の
雪
ふ
れ
ば

花
ぞ
ち
り
け
る

こ
の
め
も

花
な
き
さ
と
も

き
の
つ
ら
ゆ
き

図
16

春
た
て
ば

う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く

花
と
や
見
ら
む

白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に

よ
み
人
し
ら
ず

こ
れ
ら
の
和
歌
は
雪
を
花
に
見
立
て
て
詠
ん
で
い
る
が
、
雪
佳
は
見
立
て
に

用
い
ら
れ
た
花
で
は
な
く
、
雪
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
言
葉
の
置
き
換
え
は

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
っ
て
、
花
の
よ
う
に
美
し
い
雪
は

視
覚
化
さ
れ
た
と
き
に
は
、
美
し
い
花
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
図
15
で
は
桜

を
雪
に
な
ぞ
ら
え
た
歌
を
桜
と
し
て
描
い
て
い
る
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

絵
画
表
現
で
は
、
暗
示
、
比
喩
と
並
ん
で
見
立
て
の
手
法
が
用
い
ら
れ
る
。

見
立
絵
と
は
、
歴
史
、
故
事
、
古
典
を
同
時
代
の
人
々
が
理
解
で
き
る
よ
う
に

描
い
た
絵
の
こ
と
で
、
特
に
江
戸
時
代
に
さ
か
ん
に
制
作
さ
れ
た
。
画
題
の
な

い
絵
に
、
見
る
側
の
立
場
で
題
を
つ
け
る
と
、
見
立
ー
絵
と
呼
ば
れ
る
。
浮
世

絵
は
様
々
な
題
材
を
盛
り
込
み
、
人
気
を
博
し
た
。
細
身
で
可
憐
な
美
人
画
で

知
ら
れ
る
鈴
木
春
信
は
、
王
朝
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
を
当
世
風
俗
の
再
現
と
い

う
手
法
を
と
り
な
が
ら
叙
情
的
に
表
現
し
た
。
図
18
《
源
重
之
（
浜
風
）
》
は

そ
の
典
型
で
、
画
面
上
の
雲
形
に
和
歌
を
示
し
な
が
ら
、
そ
の
情
景
を
描
い
て

い
る
。
編
み
笠
姿
の
娘
が
供
を
連
れ
て
江
戸
か
ら
遠
出
を
し
、
海
辺
を
散
策
し

て
い
る
と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
歌
と
三
十
六
歌
仙
を
中
心
と

し
た
歌
人
を
記
す
錦
絵
は
春
信
が
確
立
し
た
様
式
と
見
ら
れ
、
十
八
世
紀
後
半

(13) 

の
明
和
年
間
に
多
く
作
製
さ
れ
た
。
こ
の
様
式
は
後
世
に
受
け
継
が
れ
、
昭
和

の
初
め
に
泉
鏡
花
の
挿
絵
な
ど
で
活
躍
し
た
小
村
雪
岱
は
春
信
を
祐
彿
さ
せ
る

(14) 

美
人
を
描
き
、
「
昭
和
の
春
信
」
と
評
さ
れ
た
。
代
表
作
《
見
立
寒
山
拾
得
》
な
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ど
で
は
古
典
絵
画
へ
の
憧
憬
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
の
人
物
を
描
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
雪
岱
に
と
っ
て
の
憧
憬
は
江
戸
時
代
に
あ
る
と
認
識
で
き
る
。

雪
佳
は
『
う
た
絵
』
に
三
点
の
人
物
画
を
作
成
し
て
い
る
。

図
2

春
の
の
に

ち
り
か
ふ
花
に
道
は
ま
ど
ひ

わ
か
な
つ
ま
む
と
こ
し
も
の
を

ぬ

つ
ら
ゆ
き

桂
を
着
て
局
笠
を
被
っ
た
壺
装
束
の
人
物
が
、
籠
を
手
に
し
た
侍
女
と
桜
吹
雪

の
中
を
歩
い
て
い
る
。
そ
の
構
図
は
ち
ょ
う
ど
春
信
画
を
反
転
し
た
か
の
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
春
信
画
が
溌
剌
と
し
た
江
戸
美
人
を
描
い
て
い
る
の
に
対



し
、
雪
佳
は
静
か
な
や
ま
と
絵
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。

図
5

露
な
が
ら
を
り
て
か
ざ
さ
む
き
く
の
花
お
い
せ
ぬ
秋
の
ひ
さ
し
か
る

べ
く

き
の
と
も
の
り

浮
線
綾
丸
文
様
の
抱
を
身
に
付
け
た
公
達
が
露
を
含
ん
だ
菊
の
花
を
冠
に
つ
け

(15) 

る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
宮
中
行
事
の
重
用
の
節
旬
の
情
景
を
描
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
中
国
由
来
の
不
老
長
寿
を
願
う
儀
式
は
、
菊
滋
童
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
。

図
7

さ
く
ら
い
ろ
に
衣
は
ふ
か
く

花
の
ち
り
な
む

の
ち
の
か

そ
め
て
き
む

た
み
に

き
の
あ
り
と
も

狩
衣
の
一
種
の
半
尻
に
袴
姿
の
公
家
の
童
子
が
扇
を
も
っ
て
桜
の
木
の
下
に

立
っ
て
い
る
。
下
げ
み
づ
ら
の
髪
型
が
あ
ど
け
な
い
。

春
信
、
雪
佳
は
と
も
に
王
朝
文
化
へ
の
想
い
を
絵
画
化
し
て
い
る
が
、
春
信

が
当
時
の
風
俗
に
古
典
を
見
立
て
て
い
る
の
に
対
し
、
雪
佳
は
有
職
故
実
を
忠

実
に
再
現
し
て
い
る
。
明
治
時
代
に
は
、
歴
史
や
故
事
に
取
材
し
た
歴
史
画
が

多
数
描
か
れ
、
雪
佳
も
描
い
て
い
た
こ
と
や
図
案
集
の
出
版
な
ど
衣
裳
の
研
究

を
よ
く
し
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
所
属
し
た
京
都
奨
美
会
で
立

太
子
礼
に
際
し
て
の
献
上
品
を
作
製
す
る
な
ど
、
宮
内
省
御
用
の
作
品
を
多
く

手
が
け
た
こ
と
か
ら
有
職
故
実
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
師
事
し
た

岸
光
景
は
、
町
田
久
成
を
団
長
と
す
る
、
日
本
で
初
め
て
の
文
化
財
調
査
で
あ

る
壬
申
検
査
に
参
加
す
る
な
ど
古
美
術
研
究
に
明
る
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る

(16) 

と
思
わ
れ
る
。

四

名
品
の
写
し

名
作
の
図
様
を
手
本
と
し
て
伝
承
す
る
写
し
は
東
ア
ジ
ア
で
は
広
く
行
わ
れ

て
き
た
。
現
代
で
は
模
写
や
模
造
が
本
物
で
は
な
い
と
い
う
否
定
的
な
意
味
が

浸
透
し
て
い
る
が
、
写
し
は
常
に
本
歌
へ
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
美
術
工
芸

品
や
日
本
刀
な
ど
で
は
基
準
と
な
る
作
品
や
実
物
の
形
状
や
模
様
、
図
柄
を
な

ぞ
ら
え
た
作
品
を
つ
く
る
こ
と
は
、
様
式
を
再
生
し
な
が
ら
そ
の
精
神
を
学
ぶ
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こ
と
で
あ
る
。
写
し
の
元
と
な
っ
た
基
準
作
品
や
実
物
は
、
和
歌
の
本
歌
取
り

に
な
ら
っ
て
本
歌
と
称
さ
れ
る
。
古
典
に
学
ぶ
こ
と
が
新
た
な
創
造
を
も
た
ら

す
こ
と
は
過
去
の
遺
品
が
証
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
日
本
人
に
と
っ
て
心
の
拠

り
所
と
な
る
富
士
山
で
あ
る
が
、
富
士
山
と
三
保
松
原
を
組
み
合
わ
せ
て
描
く

絵
画
は
伝
統
的
に
描
き
継
が
れ
て
き
た
。
室
町
時
代
の
伝
雪
舟
筆
の
《
富
士
一
―
―

保
清
見
寺
図
》
は
模
写
を
通
じ
て
広
く
受
容
さ
れ
、
規
範
と
な
っ
た
例
で
あ
る
。

狩
野
派
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
模
写
さ
れ
、
他
の
作
者
に
よ
る
新
し
い
名
作
が
生

(17) 

ま
れ
た
。

俵
屋
宗
達
の
《
田
家
早
春
図
》
が
《
執
金
剛
神
縁
起
絵
》
に
典
拠
を
と
っ
て

い
る
こ
と
は
山
根
有
三
氏
の
指
摘
以
来
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
《
田

家
早
春
図
》
か
ら
源
氏
物
語
澪
標
屏
風
《
関
屋
図
》
が
派
生
し
、
さ
ら
に
そ
こ



か
ら
尾
形
光
琳
、
乾
山
に
よ
る
《
定
歌
詠
十
二
か
月
花
鳥
図
》
の
一
月
の
藁
家

の
図
様
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
藁
家
の
情
景
は

8
本
人
の

心
象
風
景
に
合
致
す
る
の
か
、
宗
達
と
同
時
代
の
道
入
が
制
作
し
た
《
葛
家
香

(18) 

合
》
も
同
じ
形
を
と
る
。
現
代
で
も
茶
道
で
は
十
一
月
の
炉
の
季
節
に
用
い
る
。

こ
の
よ
う
に
あ
る
造
形
を
写
す
こ
と
が
新
た
な
創
造
の
源
と
な
る
。
雪
佳
の
作

品
図
6
、
図
8
、
図
14
に
見
ら
れ
る
藁
屋
は
宗
達
作
品
に
着
想
を
得
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

一
般
的
に
調
度
品
類
に
文
様
の
意
味
で
あ
し
ら
う
歌
絵
は
、
人
に
知
ら
れ
て

い
る
古
歌
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
作
品
を
通
じ
て
制
作
者
あ
る
い
は
所
有
者

は
、
鑑
賞
す
る
者
と
作
品
の
主
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
同
じ
主
題
が
繰
り
返
し
団
様
と
し
て
登
場
し
、
意
匠
も
似
通
っ
た

も
の
と
な
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
場
合
も
写
し
の
範
疇
に
入
る
と
い
え
よ

゜
、つ図

11

月
夜
に
は

梅
花
か
を
た
づ
ね
て
ぞ
し
る
べ
か
り
け
る

そ
れ
と
も
見
え
ず

み
つ
ね

凡
河
内
射
恒
の
詠
ん
だ
春
歌
を
室
町
時
代
の
名
品
で
あ
る
《
梅
月
蒔
絵
手
箱
》

が
表
現
し
て
い
る
。
月
夜
に
梅
の
枝
を
一
枝
折
っ
て
く
だ
さ
い
と
頼
ま
れ
、
月

の
夜
は
白
い
光
に
ま
ぎ
れ
て
梅
の
花
の
見
分
け
が
つ
か
な
い
、
梅
の
花
は
そ
の

美
し
い
香
り
を
探
し
た
ず
ね
て
こ
そ
あ
り
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意

味
を
示
す
。
蓋
表
に
は
高
蒔
絵
で
梅
の
木
、
銀
平
文
で
月
を
表
し
、
幹
に
「
香
」

「
尋
」
「
知
」
の
文
字
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
蓋
裏
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
収
録
の

漢
詩
を
意
匠
化
し
、
和
漢
の
対
照
を
楽
し
む
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

図
6

山
里
は
秋
こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ
し
か
の
な
く
ね
に

め
を
さ
ま
し

つ
つ

た
だ
み
ね

こ
れ
は
壬
生
忠
宋
ふ
ツ
詠
ん
だ
秋
歌
の
う
た
絵
で
あ
る
。
同
じ
歌
の
歌
意
を
表
し

た
名
品
に
、
《
春
日
山
蒔
絵
硯
箱
》
が
あ
る
。
慈
照
院
五
面
の
硯
の
一
っ
と
し

て
伝
来
し
た
硯
箱
で
あ
る
。

玉
贔
敏
子
氏
は
こ
の
硯
箱
で
は
和
歌
を
表
す
言
葉
が
蓋
の
女
郎
花
な
ど
の
草

叢
に
ま
ぎ
れ
た
「
け
」
「
れ
」
、
蓋
裏
の
「
は
」
「
こ
と
に
」
の
わ
ず
か
六
文
字
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で
あ
る
こ
と
に
注
目
を
し
て
い
る
。
図
様
は
蓋
表
の
満
月
、
秋
草
の
茂
る
小
山
、

鹿
が
描
き
出
す
情
景
、
蓋
裏
に
は
藁
屋
に
横
た
わ
り
鹿
の
音
に
耳
を
す
ま
す
人

物
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
景
物
に
ま
ぎ
れ
る
よ
う
に
文
字
を
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と

は
葦
手
の
意
匠
の
特
徴
で
あ
る
が
、
よ
り
ま
ぎ
れ
こ
ま
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が

働
い
て
い
る
と
す
る
。
鑑
賞
者
は
僅
少
な
文
字
と
全
体
の
図
様
か
ら
、
出
典
の

和
歌
を
読
み
解
く
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
て
謎
解
き
の
面
白
さ
に
挑
む
こ
と
に
な

る
。
氏
は
こ
れ
を
「
秘
匿
す
る
意
匠
の
登
場
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
室
町
時
代

(19) 

の
教
養
趣
味
を
反
映
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

雪
佳
は
和
歌
を
主
題
と
し
た
名
品
を
、
う
た
絵
の
手
法
で
絵
画
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
に
わ
か
り
や
す
い
状
態
に
ひ
き
戻
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る。



五

内
裏
障
壁
画
の
写
し

『
う
た
絵
』
に
は
京
都
御
所
に
関
連
し
た
作
品
が
三
点
あ
る
。
図
3
、
図
13
、

図
15
で
、
土
佐
派
の
京
都
御
所
関
係
の
粉
本
に
そ
れ
ら
の
図
様
が
認
め
ら
れ
る
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
「
土
佐
派
絵
画
資
料
」
が
そ
れ
に
あ

た
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
寛
政
度
及
び
安
政
度
の
内
裏
造
営
に
関
わ
る

絵
画
資
料
で
あ
る
。
雪
佳
は
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
粉
本
を
目
に
す
る
機
会
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

(20) 
る。

現
在
同
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
京
都
御
所
関
係
の
粉
本
は
、
紫
哀
殿
、

清
涼
殿
、
御
常
御
殿
、
参
内
殿
、
皇
后
御
常
御
殿
、
な
ど
の
空
間
を
飾
っ
た
障

壁
画
の
実
物
大
の
下
絵
か
ら
縮
小
さ
れ
た
小
下
絵
に
至
る
も
の
が
ふ
く
ま
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
も
一
枚
の
も
の
か
ら
、
巻
子
本
、
冊
子
本
な
ど
様
々
な
姿
で

遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
佐
派
の
絵
師
た
ち
が
克
明
に
粉
本
を
伝
え
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。

土
佐
派
は
、
室
町
時
代
の
初
期
に
土
佐
行
広
か
ら
始
ま
る
大
和
絵
の
伝
統
を

継
承
し
た
画
派
で
あ
り
、
従
四
位
下
と
絵
師
と
し
て
最
高
の
位
に
付
い
た
土
佐

光
信
に
よ
っ
て
画
派
と
し
て
確
立
し
た
。
同
資
料
館
に
は
一
六
ー
一
七
世
紀
以

後
の
土
佐
派
の
画
人
が
書
き
の
こ
し
た
粉
本
が
現
存
し
て
い
て
、
古
い
も
の
は

光
貞
、
光
時
、
光
学
の
作
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九
世
紀
中
頃
の
安
政
度
御
造
営

(21) 

の
資
料
を
含
む
内
裏
障
壁
画
関
係
が
約
一
五

0
点
残
さ
れ
て
い
る
。

図
3

霞
た
ち

こ
の
め
も
は
る
の
雪
ふ
れ
ば

花
ぞ
ち
り
け
る

花
な
き
さ
と
も

き
の
つ
ら
ゆ
き

雪
佳
の
描
い
た
う
た
絵
は
梅
の
木
を
表
し
て
い
る
。

一
方
図
20
の
「
土
佐
派
目

録
」
に
あ
る
樹
木
は
桜
を
描
い
て
い
る
が
、
両
者
の
形
状
は
よ
く
似
て
い
る
。

南
殿
す
な
わ
ち
宮
中
の
紫
哀
殿
に
植
え
ら
れ
た
「
左
近
の
桜
」
は
も
と
も
と
桜

で
は
な
く
梅
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
『
古
事
談
』
巻
第
六
の
一
話

で
は
、
桓
武
天
皇
が
遷
都
の
折
り
に
植
え
た
梅
の
木
が
承
和
年
間
（
八
三
四
—

八
四
八
）
に
枯
れ
、
仁
明
天
皇
に
よ
っ
て
改
め
て
植
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
天
徳

四
年
（
九
六
0
)
内
裏
焼
亡
の
折
り
に
焼
け
、
重
明
親
王
が
自
宅
の
桜
を
移
植
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し
た
。
そ
の
木
は
吉
野
の
山
桜
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
雪
佳
が
粉
本
の
桜
の
木
の
形
を
借
り
て
梅
の
木
と
し
て
描
い

た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

図
13

秋
風
の
ふ
き
に
し
日
よ
り
お
と
は
山

色
づ
き
に
け
り

峰
の
こ
ず
ゑ
も

つ
ら
ゆ
き

御
所
清
涼
殿
の
台
盤
所
に
は
形
見
湧
、
衣
手
社
、
三
輪
山
、
音
羽
山
、
若
浦
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
音
羽
山
の
図
様
を
、
雪
佳
は
写
し
て
う
た
絵
に

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



図
15

三
吉
野
の

山
べ
に
さ
け
る
さ
く
ら
花

あ
や
ま
た
れ
け

雪
か
と
の
み
ぞ

る

と
も
の
り

こ
の
吉
野
山
に
つ
い
て
は
、
相
国
寺
に
あ
る
御
所
移
し
の
間
に
あ
る
清
涼
殿
よ

り
拝
領
し
た
土
佐
派
の
《
吉
野
山
桜
団
》
襖
絵
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

図
21
に
あ
る
よ
う
に
な
だ
ら
か
な
山
の
稜
線
が
雪
佳
の
描
い
た
う
た
絵
と
共
通

す
る
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
王
朝
文
化
に
憧
憬
の
念
を
も
つ
雪
佳
が
、
古
今
和
歌
集

に
取
材
し
た
う
た
絵
を
制
作
す
る
際
に
、
御
所
の
障
壁
画
を
写
し
た
と
し
て
も

驚
く
に
値
し
な
い
。
む
し
ろ
そ
こ
に
は
過
去
の
名
作
に
対
し
て
敬
意
が
感
じ
ら

れ
る
。む

す
び

雪
佳
は
琳
派
の
作
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
琳
派
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

宗
達
、
光
琳
、
抱
一
と
時
代
と
場
所
を
か
え
て
脈
々
と
続
き
、
そ
の
特
徴
は
私

淑
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
に
様
式
を
少
し
ず
つ

変
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

雪
佳
の
活
躍
し
た
明
治
時
代
の
後
半
か
ら
昭
和
の
初
め
ま
で
京
都
は
、
工
芸

が
産
業
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
図
案
と
い
う
新
し
い
要
素
を
必
要
と
し
、
雪

佳
は
琳
派
の
手
法
で
そ
の
要
求
に
応
え
た
。
画
家
と
し
て
の
雪
佳
も
花
鳥
画
、

歴
史
画
、
能
画
に
琳
派
の
特
徴
を
活
か
し
て
制
作
を
行
っ
た
。

で
は
、
雪
佳
の
独
自
の
琳
派
様
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の

問
い
に
対
す
る
答
え
が
本
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
朝
文
化

へ
の
憧
れ
を
琳
派
に
融
合
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
宗
達
の
料
紙
装
飾
に
み
ら
れ

る
同
じ
憧
憬
を
、
時
代
を
経
て
再
現
し
て
い
る
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
雪
佳
の
生
き
た
時
代
の
京
都
で
は
、
「
平
安
」
と
い
う
言
葉
が
所
々

に
見
ら
れ
た
。
漆
芸
家
の
迎
田
秋
悦
、
江
馬
長
閑
、
漆
器
商
の
象
彦
な
ど
は
、

箱
書
き
に
「
平
安
」
と
い
う
言
葉
を
添
え
て
署
名
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
平
安
京
の
平
安
で
あ
り
、
王
朝
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
た
京
都
を

指
し
て
い
る
。
こ
の
平
安
蒔
絵
師
と
い
う
呼
び
方
は
京
都
の
蒔
絵
師
た
ち
に
よ

る
自
称
と
考
え
ら
れ
、
都
と
し
て
の
歴
史
を
背
負
っ
て
き
た
と
い
う
漆
芸
家
た

(22) 

ち
の
自
負
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
で
あ
る
。
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平
安
時
代
に
成
立
し
た
古
今
集
に
よ
っ
て
王
朝
和
歌
の
美
的
感
覚
が
定
義
さ

れ
、
国
風
文
化
が
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
雪
佳
は
古
今
集
に
規
範
を
求
め
て

『
う
た
絵
』
を
制
作
し
、
集
大
成
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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春
の野

にわ
かな

i
 

●
 

つ

ま

道

む
と

ま
とひ

ぬ

図2 「うた絵」 3頁（春歌下）

図4 『うた絵』 7頁（秋歌上）

図6 『うた絵j9頁（秋歌上）

君
をい

は
ひ

二
そ

9

)

 

芯
＼

と
憩

C
 t

む

必
も

S

ぷ

図1 「うた絵J1頁（賀歌）

い
つれ

を棒
と

図3 「うた絵』 6頁（冬歌）

露

を
い
せ
ぬ秋

の
ひ

さ
し
か
るヘ

く

図5 「うた絵』 8頁（秋歌下）
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衣
は

、‘
ふ
力
＜

そ
め
てき

む

つ
もれ

る

我こ
こ
らな

＜
 ら

む

宿
にた

れ
を

松
虫

『うた絵』 11頁（春歌上）

か
に

や
と
り

せ
し

み

か

に

ほ

ひ

ひ
と
の
か
た

っ
A

図7『うた絵』 12頁（秋歌上）図8

「うた絵』 13頁（秋歌上）

た
っ

香

ね

て

を

そ

月それ
と
も

見
へ
す

図9「うた絵』 14頁（春歌上）図 10

『うた絵』 17頁（春歌上）図 11
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『うた絵』 18頁（賀歌）図 12



か
す
みた

ちこ
のめ

もは
る
の

花
な
き

も

図 14 「うた絵」20頁（春歌上）

春
た
て
ハ花

と
や

鶯
の
な
く

見
ら
む

図 16 「うた絵J22頁（春歌上）

図 18 鈴木春信

〈源頼重行（浜風）〉

秋
風
の

ふ
きに

し日
よ
り

山

を
と

ハ

図 13 「うた絵J19頁（秋歌下）

こ

.,
 

雪
か
と

へ

の

ミ

そあ
や
ま
た
れ

山

け

る

図15 「うた絵』 21頁（春歌上）

図17「うた絵』 25頁（賀歌）
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図 19 「うた絵J14頁（部分）

図21 「土佐派目録J吉野山（部分） 図20 「土佐派目録J南殿桜

図22 梅月蒔絵手箱（蓋表）

図23 春日山蒔絵硯箱

（蓋裏） （蓋表）
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つ
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